
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 31 化学変化と電池 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

解答は次のページ 

（東京都） 



  

 

 

     

〔問 1〕「塾技 12  」より，発生した気体は水素とわかる。一方，水素は，「塾技 12  」（2）より，水

に溶けにくい気体のため，水上置換法で集める。 

試験管 A では，「塾技 12  」（1）より，Mg + 2HCl → MgCl2 + H2という化学反応が起こり，塩化

水素が電離してできた水素イオンが水素原子となり，それが 2 個結びついて水素分子を生じるた

め，水素イオンの数が減る。水素イオンは酸性の性質を示す原因であり，水素イオンの数が減る

ほど酸性が弱くなり，pH（「塾技 10」用語チェック 3）の値は大きくなる。 

 理由：発生した気体は水素で，水素は水に溶けにくいから。 

 適切なもの：イ 

 

 

 

〔問 2〕「塾技 31  」（4）のボルタの電池の電子の流れの図を参照。 

銅板の表面では，水素イオンが電子を受け取り水素原子となり，それが 2 個結びついて水素分子

となって水素が発生する。 
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〔問 3〕＜結果 1＞より，イオン化傾向（「塾技 31」用語チェック 1）の大きな金属の順である，マグネシ

ウム，亜鉛，鉄の順に水素が発生しやすく，水素よりイオン化傾向の小さい銅では，水素が発生

していないことがわかる。一方，＜結果 3＞より，イオン化傾向の差が最も大きい 2 種類の金属の

組み合わせであるマグネシウムと銅が，最も大きな電圧の差を生じていることがわかる。 

以上より，薄い塩酸と反応して気体の発生のしやすさの違いがより大きい 2 種類の金属の組み合

わせが，より大きな電圧を生じることがわかる。 
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塾技 31  補充問題 解答・解説 
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